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江 戸 明治 大
正

1868 1912

良
寛
と
初
代
館
主 

文ぶ
ん

臺た
い

　
長
善
館
を
開
い
た
文ぶ

ん

臺た
い

が
良り

ょ
う

寛か
ん

と
出
会
っ
た
の
は
、18
歳
の
こ
ろ
。

良り
ょ
う

寛か
ん

は
文ぶ

ん

臺た
い

が
講
義
す
る
姿
を
見

て
感
心
し
、
そ
れ
以
来
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
文ぶ
ん

臺た
い

は
交
流
の
中

で
、
貧
し
い
人
や
弱
い
人
を
思
い

や
る
慈
愛
の
心
を
良り
ょ
う

寛か
ん

か
ら
学
ん

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
良り
ょ
う

寛か
ん

が
亡
く
な
っ
た

後
、
長
善
館
を
開
学
し
ま
し
た
。

先
進
的
！ 

長
善
館
の
教
育

　
厳
し
い
き
ま
り
と
特
色
の
あ
る

教
育
方
法
を
持
つ
長
善
館
で
は
、

漢
学
を
中
心
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
心
構
え
な
ど
を
教
え
て
い
ま
し

た
が
、
時
代
に
合
わ
せ
て
日
本
史

や
数
学
、
英
語
も
教
科
と
し
て
加

え
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

遠
方
か
ら
も
塾
生
が
集
ま
り
、
一

時
は
門
下
生
が
70
人
を
超
え
る
ほ

ど
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

輝
か
し
い
門
下
生
の
功
績

　
門
下
生
た
ち
は
、
長
善
館
で
得

た
学
び
を
社
会
で
実
践
し
て
い
き

ま
す
。
政
治
や
医
学
、
教
育
、
学

問
研
究
な
ど
幅
広
い
分
野
に
優
れ

た
人
材
を
輩
出
。
そ
の
中
に
は
、

大
河
津
分
水
の
建
設
に
向
け
、
長

善
館
の
教
え
の
と
お
り
、
故
郷
に

住
む
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
う
た

め
に
力
を
尽
く
し
た
者
も
い
ま
し

た
。

良寛の心を受け継ぎ開学した長善館

受
け
継
が
れ
る
長
善
館
の
心

　
１
８
３
３
（
天
保
４
）
年
、
粟

生
津
村
に
創
設
さ
れ
た
長
善
館
。

多
く
の
優
秀
な
門
下
生
を
輩
出
し

ま
し
た
。
１
９
１
２
（
明
治
45
）

年
に
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

長
善
館
の
教
え
や
心
は
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
現
場
で
は
、
小
中
学
校
で

「
燕
長
善
タ
イ
ム
」
と
し
て
、
朝

の
時
間
帯
に
10
分
～
15
分
、
基
礎

学
力
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
学
５
・
６
年
生

の
希
望
者
を
対
象
に
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
を
養
う
「
長
善
館

学
習
塾
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、

地
元
の
粟
生
津
地
区
協
議
会
で
は

長
善
館
で
の
講
義
体
験
な
ど
、
長

善
館
の
心
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現代に生きる長善館

▲動画制作など時代
に合わせた方法で学
ぶ長善館学習塾。

長善館史料館

横
よ こ

山
や ま

 文
ぶ ん

一
い ち

  館長

　長善館は 1833（天保 4）年、鈴木文臺によって創設され、文
ぶん

臺
たい

、惕
てき

軒
けん

、柿
し

園
えん

、彦
げん

獄
がく

の４人の先生が約 80 年間にわたって優秀
な人材を教育した越後を代表する私塾です。燕市だけでなく遠方
からの門下生もおり、その数は 1,000 人を超えるとされています。
　長善館という名前は、初代館主文

ぶん

臺
たい

が中国の古典・礼
らい

記
き

に「善を長
ず」、つまり、教育は人の善いところを伸ばし、欠点を補って育てる
ことと説かれていることに由来しています。
　塾は全寮制で、生活全体を通して人間的な繋

つな

がりを深め、ともに暮
らす先生や生徒同士が互いに高め合う教育方法をとっていました。

西の松
しょう

下
か

村
そん

塾、東の長善館と並び称されました

漢学

日本史
数学
英語

初代館主

鈴木 文
ぶん

臺
たい

２代目館主

鈴木 惕
てき

軒
けん

３代目館主

鈴木 彦
げん

獄
がく

教師

鈴木 柿
し

園
えん

長
善
館

“困っている人を救うために学ぶ”
“学んだことは実践してこそ価値がある”

学が
く 

是ぜ

ちょう

ぜん

かん

英語は高校レベル !?
　長善館は、いち早く英語を教科として取り入
れるなど、先進的な教育を行っていました。英
語の講義で使われていた教科書は、現在の高校
レベルに匹敵する内容。数学も教えており、分
数の計算から微分積分まで教えていたようです。
　当時の教科書やノートは長善館史料館内に展
示しています。

３月 14 日、ありし日の長善館さながらの講義。着物と袴を身に付けた
粟生津小学校３年生は、" 長善館の心 " を学びました。

惨状を嘆いた良
りょう

寛
かん

　良寛は、信濃川の洪水で苦しむ農民
の姿を見て、怒り、嘆いたとされてい
ます。良

りょう

寛
かん

が農民たちに寄り添う姿に、
文臺は深く影響を受けたに違いありま
せん。
　そして、門下生たちにもその思想は
引き継がれていったことでしょう。

授業は１コマ２時間 !?
　午前中の授業は８時に始まり、正午
までに休憩は１回のみ。１コマ約２時
間でした。現在の小中学校と比べると
長いですね。すごい集中力。
　ちなみに、休憩時間は線香が１本燃
え尽きるまで。ユニークな時間の計り
方をしていました。

▲英語の教科書

▼数学の教科書・ノート

COLUMN
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高
た か

橋
は し

 竹
た け

之
の

介
す け

大
お お

竹
た け

 貫
か ん

一
い ち

萩
は ぎ

野
の

 左
さ

門
も ん

暴
れ
川
・
信
濃
川

　
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
、
越
後

平
野
に
恵
み
を
も
た
ら
す
信
濃
川

で
す
が
、
大
河
津
分
水
の
な
か
っ

た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

は
、３
年
に
１
度
の
頻
度
で
洪
水
・

氾は
ん

濫ら
ん

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
信
濃
川
の
水
を
日
本
海
に
流
す

大
河
津
分
水
の
建
設
を
求
め
る
要

望
活
動
は
、約
１
５
０
年
間
続
き
、

念
願
か
な
っ
て
１
８
７
０
（
明
治

３
）
年
に
工
事
着
手
と
な
り
ま
し

た
が
、
５
年
後
に
は
工
事
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

犠
牲
者
１
２
０
０
人

　
工
事
の
中
止
後
、
繰
り
返
さ

れ
る
洪
水
の
中
で
も
被
害
が
甚
大

だ
っ
た
の
が
、
１
８
９
６（
明
治

29
）年
の
大
洪
水「
横
田
切
れ
」
で

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
越
後
平
野

一
帯
が
泥
の
海
と
化
し
、
農
作
物

は
全
滅
。
伝
染
病
も
蔓ま
ん

延え
ん

し
、
洪

水
に
よ
る
死
者
と
併
せ
て
犠
牲
者

は
１
２
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
惨
状
を
受
け
、
長

善
館
の
門
下
生
が
活
躍
を
見
せ
ま

す
。
彼
ら
は
、
横
田
切
れ
の
前
か

ら
大
河
津
分
水
建
設
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
大
き
く

動
き
出
し
ま
し
た
。

奔ほ
ん

走そ
う

し
た
門
下
生
た
ち

　
高た

か

橋は
し

竹た
け

之の

介す
け

は
横
田
切
れ
の
翌

年
、「
北
越
治
水
策
」
を
中
央
政

府
を
担
っ
て
い
た
山や
ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

や
松ま

つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

に
提
出
し
ま
し
た
。
北
越

戊
辰
戦
争
の
際
、
山
縣
と
は
同
じ

官
軍
と
し
て
活
動
し
、
関
係
を
深

め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
北
越
治
水
策
で
は
、
大
河
津

分
水
の
建
設
は
も
ち
ろ
ん
、
関
屋

分
水
の
建
設
な
ど
も
進
め
、
新
潟

港
の
機
能
を
強
化
す
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
う
べ
き
だ
と

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
に
直
接
関
わ
る
土

木
技
術
者
の
立
場
と
し
て
鷲わ
し

尾お

政ま
さ

直な
お

が
、
政
治
家
と
し
て
大お

お

竹た
け

貫か
ん

一い
ち

や
萩は

ぎ

野の

左さ

門も
ん

、
小お

柳や
な
ぎ

卯う

三さ
ぶ

郎ろ
う

ら
が

大
河
津
分
水
の
建
設
を
訴
え
続
け

ま
し
た
。

１
０
０
０
万
人
が
建
設
に
従
事

　
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
大

河
津
分
水
の
工
事
が
再
開
。
延
べ

１
０
０
０
万
人
が
建
設
に
従
事
し

た
こ
の
工
事
は
、
当
時
の
新
聞
で

「
東
洋
一
の
大
工
事
」
と
評
さ
れ

ま
し
た
。

　
建
設
が
実
現
し
、
現
代
の
豊
か

な
生
活
が
あ
る
の
は
、
人
々
の
暮

ら
し
を
守
ろ
う
と
し
た
先
人
た
ち

の
お
か
げ
と
い
え
ま
す
。

ー 医学の道で活躍した門下生 ー
　長善館の門下生の中には、医学の道で大きな功
績を収めた者もいました。長

は

谷
せ

川
がわ

泰
たい

もその一人
です。わずかな学費で医学を学ぶことができる、
医学試験対策の予備校として「済

さい

生
せい

学
がく

舎
しゃ

」を創設。
野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

もここで学んだとされています。
  また、1898（明治 31）年に内務省衛生局長（現
厚生労働大臣）に就任。「下水道法」を成立させ
るなど、衛生環境の整備に貢献し、弱者の救済
のために手腕を発揮しました。
　活躍の根底には、信濃川の洪水で苦しむ故郷
の人々への思いや、長善館での教えがあったは
ずです。
　2013 年、生地の長岡市新

しん

組
ぐみ

地区に銅像が建立。
銅像の視線は、長善館の方角を見据えています。

長
は

谷
せ

川
が わ

 泰
た い

大
河
津
分
水
建
設
実
現
に
尽
力
し
た

長
善
館
の
門
下
生　県議会議員を７年、衆議

院議員を 34 年務めました。
地元・中之島は川に囲まれ、
幼い頃から洪水の惨状を目
の当たりにしてきた経験か
ら県内のさまざまな河川改
修事業に尽力しました。
　特に、横田切れの後には
政府を動かすべく、不眠不
休で活動するなど、治水と
水害処理に精力と財産を注
ぎました。

北越治水策とは？

洪水に苦しむ人々を救うため 長善館での学びを実践

Samon Hagino Kanichi Otake Takenosuke Takahashi

Tai Hasegawa

1,000 万人ってどのくらい？
　延べ 1,000 万人が従事した大河津分水の建設
工事。当時の新潟県の人口は約 180 万人、日
本の人口は約 4,800 万人でした。比較してみる
と、いかに大きな工事だったかがわかりますね。
　また、工事により運び出された土砂は約
2,880 万㎥で、その土砂を積んだダンプカーを
並べると地球を一周する長さになるそうです。

勤王家・教育者
在籍期間：1862年〜1866年

政治家
在籍期間：

1871年〜1872年

政治家
在籍期間：

1862年〜1870年 　戊辰戦争では、長善館二代目館主・
惕
てき

軒
けん

らと居
きょ

之
し

隊
たい

を結成。新政府軍の先
導役として各戦線で活躍しました。戦

後は、長岡で誠
せい

意
い

塾
じゅく

を開き、20 年間で約 600 人の人材を
輩出。「北越治水策」をまとめ、山

やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

らに献策するな
ど一生涯を教育と治水対策に尽力しました。

　越後平野の治水に関する論
文。大河津分水や関屋分水の整
備の必要性を説くと同時に、水
源となる山林の管理や新潟港の
整備などの必要性にまで言及し
ています。

　長善館に 8 年間在籍し、
卒業後も長善館の相談役と
して長期間にわたり運営に
力を発揮しました。また、
28 歳の若さで県議会議員
に当選。衆議院議員も 15
年間努めました。
　大河津分水建設の実現の
ために動いただけでなく、
新川（現新潟市西区内野）
の掘削・改良にも大きく貢
献しました。

鷲
わ し

尾
お

 政
ま さ

直
な お

Masanao Washio

土木技術者
在籍期間：

1853年〜1854年

　大河津分水の１次工事で
は用弁係を務めた後、民部
省で 10 年間、土木事業に
従事し、測量などの土木技
術を身に付けました。
　また、萩

はぎ

野
の

左
さ

門
もん

や小
お

柳
やなぎ

卯
う

三
さぶ

郎
ろう

などと「信濃川治水会
社」を設立し、民力の重要
性を念頭に治水運動を推
進。横田切れ以降、同志と
ともにさらに精力的に工事
復活を訴えました。

小
お

柳
やなぎ

 卯
う

三
さ ぶ

郎
ろ う

Usaburo Oyanagi

政治家
在籍期間：

1856年〜1858年

　県議会議員を 12 年間、
衆議院議員も務めました。
この間、中断している分水
工事の再興を請願する有志
者を援助しました。
　横田切れ後、萩

はぎ

野
の

左
さ

門
もん

と
ともに上京し、政府の要人
に建設を要望しました。
　また、新潟県治水会を組
織して中心的に活躍。分水
工事決定後も幹部として治
水活動に貢献しました。

※
在
籍
期
間
は
長
善
館
の
在
籍
期
間
の
こ
と
。

▲大河津分水建設工事の様子

（弥彦神社所蔵）

医学者
在籍期間：

1856年〜1859年

COLUMN

５ 2022.04.01 2022.04.01



7 6

ー 通水100年関連事業紹介 ー
　市では、通水 100 周年に向けて分水路の恵みに
感謝し、発展し続ける市を未来へ引き継いでいきま
す。ここでは、長善館関連の主な事業を紹介します。

ー 動画の紹介 ー

ー 長善館史料館のご案内 ー
　大河津分水通水 100 周年を前に、長善館の歴史
や門下生の功績をより詳しく学んでみませんか。
　長善館史料館では、実際に使われた教科書や門下
生のノートなどの貴重な資料を展示しています。
問長善館史料館☎︎ 0256・93・5400

▲長善館史料館。長善館の土蔵が
あった場所に建てられています。

▲定期的に企画展を開催し、展示
物の入れ替えも行っています。

ＪＲ粟生津駅粟生津
郵便局

粟生津
保育園

粟生津小学校

粟生津
体育文化
センター

国
道
１
１
６
号

至　新潟

至　柏崎

長善館史料館

●

●

●

●

●

●
長善のさと

駐車場

案
内
板

○開館時間　午前９時〜午後 4 時 30 分
○休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
○入 館 料　小・中学生、高校生…50 円
   　　　　   一般…100 円

吉田地区のデ
ザインです。
長善館史料館
の受付で配布
しています！

○人気長寿テレビ番組公開収録【詳細は４月下旬に公表予定】
　人気長寿テレビ番組の公開収録を行います。
○声優朗読劇【詳細は６月公表予定】
　人気声優による、大河津分水の歴史を題材とした
創作朗読劇により歴史と文化を伝えます。
○大河津分水企画展の開催【長善館史料館 :７〜８月】
　長善館史料館を含む信濃川流域の６館が大河津分
水をテーマに企画展を開催します。
○燕大学「大河津分水」【７〜10月】
　長善館の門下生の、通水までの奮闘についての講
演会を３回にわたり開催します。
○筑波大学による記念講演【８〜12月】
　門下生の活躍について研究成果を発表します。
○偉人漫画制作事業【令和５年３月刊行予定】
　長善館の創設者・鈴木文臺の功績を題材とした漫
画を制作し学校教育などに役立てます。

○越
えつ

北
ほく

之
の

鴻
こう

都
と

 私塾 長善館
　元 NHK アナウンサー国

くに

井
い

雅
まさ

比
ひ

古
こ

さん
によるナビゲーション形式で歴代館主の
教育観や、門下生を紹介しています。

○燕大学講義動画
　2021年度に行った燕大学の全３回の講
義を動画でご覧いただけます。

動画は
こちら▼

動画は
こちら▼

長善館は地域の宝です

▲調査の様子

長善館の価値とは？

ー 筑波大学による長善館研究 ー

　
長
善
館
は
地
域
の
宝
で
す
。で
も
、

こ
の
地
域
の
住
民
で
あ
っ
て
も
長
善

館
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
そ
こ
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
長

善
館
の
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
小
学
３
年
生
へ
の
講

義
体
験
や
、
保
育
園
児
と
高
齢
者
の

カ
ル
タ
大
会
、
広
報
紙
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
粟
生
津
公
民
館
で
会
っ
た

中
学
生
が
６
年
前
の
講
義
体
験
の
こ

と
を
覚
え
て
い
て
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
長
善
館
を
誇
り
に
思
う
人

が
増
え
れ
ば
、
地
域
の
宝
と
し
て

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。多
く
の
人
た
ち
か
ら
、

長
善
館
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
伝
統
や
文
化
を

も
と
に
し
た
広
い
視
野
を
も
ち
、
未

来
を
創
り
出
し
て
い
く
た
め
、
主
体

的
に
人
生
を
切
り
拓
く
力
や
、
他
者

と
共
に
支
え
合
い
高
め
合
い
な
が

ら
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
先
人
よ
り
培
わ
れ
て

き
た
長
善
館
の
教
え
や
、
門
下
生
た

ち
の
心
と
い
う
偉
大
な
財
産
が
あ
り

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ら

の
財
産
を
生
か
し
、
先
人
た
ち
の
情

熱
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
に
学
ぶ
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
河
津
分
水

通
水
１
０
０
周
年
を
契
機
に
、
長
善

館
の
創
設
者
・
鈴
木
文ぶ
ん

臺た
い

を
題
材
に

し
た
マ
ン
ガ
を
制
作
し
活
用
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

長善館の教えや門下生たちの思いを学校教育へ

粟生津地区協議会

会長  今
い ま

井
い

 文
ふ み

幸
ゆ き

さん

燕市教育委員会

元
も と

川
か わ

 一
か ず

典
の り

 主任指導主事

筑波大学 人文社会系

田
た

中
な か

 友
ゆ

香
か

理
り

 助教 中
な か

野
の

目
め

 徹
とおる

 教授

INTERVIEW

INTERVIEW

※ 2 鈴木虎雄博士が東京高等師範学校（筑波大学の前身）の教授を務めていたため、当時の関係資料などを多く保管。

　長善館は、日本が近代化していく時代において、多くの優秀な人
材を輩出しました。そこが、長善館を調査する最大の魅力です。長
善館と鈴木家の研究については、全国的な学会レベルでも紹介する
べきだと考えています。また、学則など教育に関する資料がきちん
と残っており、教育史的にも大いに価値があります。
　今後、まずは "文

ぶ ん

臺
た い

先生の学問" をしっかりとまとめ、それが地
域でどのような意味を持ったのかということや、その学問を学んだ
門下生たちについて丁寧に調査していきたいと思います。

　平成 24 年、燕市で開催された鈴木虎
とら

雄
お

博士
※ 1

の没後 50 年記念会に、筑波
大学

※ 2
の中野目教授が招かれており、そこで市が長善館史料館の所蔵資料の

調査を依頼したことから連携事業が始まりました。
　整理された資料の目録は、市の図書館などに収蔵されご覧いただけます。

INTERVIEW

マンホールカード
※

配布中！

※長
は

谷
せ

川
がわ

泰
たい

が普及に向けて尽力した下水道。
その下水道への理解・関心を深めてもらうた
めに配布しているカードです。

※ 1 初代館主・文
ぶん

臺
たい

の孫。長善館で学んだあと東京帝国大学で漢文を学ぶ。のち、京都帝国大学などで漢文を教授。
　　文化勲章受章。燕市名誉市民。
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